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概要：いま日本では日本人バスケットボールプレイヤーの本場アメリカでの活躍や日本チームの世界大会での勝利に
よって、改めてバスケットボールが注目されている．バスケットボールという球技では，時間内に相手チームよりも

多くの点数を取るためにシュート率を上げるのは当然重要であるため，シュート技術向上に関する研究は多数存在す
る．しかし，そのシュートに至るまでにはドリブルやパスが必要であり，ドリブルスキルの向上がかかせない．そこ
で本研究では，ドリブルスキル向上を支援するシステムの実現を目指す．そのために，初心者に導入されやすい練習

法である「壁ドリブル」に焦点を当て、熟練者と初心者の動きを観察することで，初心者が上手に壁ドリブルを行え
るための練習において重要な点についての仮説を立てた．  

 
 

1. はじめに 

近年，バスケットボールをする人が増えている[1]．この

背景として，次の 2 点が考えられる．まずバスケットボー

ルの本場であるアメリカの NBA（National Basketball 

Association）で活躍する日本人選手が増え，活躍している

点である[1]．また，今年の夏の Federation International 

de Basketball Amateur バスケットボールワールドカップ

2023 で日本が 17 年ぶりの勝利を収め，最終的にはアジア

1 位となり，48 年ぶりに自力でオリンピック出場権を勝ち

取るなど着実に日本のバスケットボールのレベルが向上し

ている点である．これらの影響を受け，バスケットボール

を始める人口が増加しており，同時にバスケットボールに

おける指導者の需要も高まっている．だが，バスケットボ

ールの指導はバスケットボールにおける高度な実践経験を

有していない人だと困難であるという問題点が指摘されて

いる[2]．実際に学校の体育の授業においてバスケットボー

ルを経験していない体育の教員は，学生に指導する際に十

分な指導が行えない状態が報告されている． 

バスケットボールという球技は，時間内に相手チームよ

りも多くの点数を取るためにシュート率を上げるのは当然

重要である[3]．そのためシュート率を向上させる研究[4]

やシュートフォームを改善する研究などシュートに関連す

る研究[5]など多数存在する．しかし，そのシュートに至る

までにはドリブルやパスが必要である．特にドリブルは試

合時間の多くの割合を占めているため，試合に勝利するた

めにはドリブルスキルの向上がかかせない[6]． 

 ドリブルスキル向上のための練習は様々な方法が考案さ

れている．その中で，本研究では一番基礎的な練習である

「壁ドリブル」に着目する．壁ドリブルとは，手首のスナ

ップを利用して壁にボールを当て，返ってくるボールを受

け止めることを繰り返す動作である．この練習を行うこと

でボールのハンドリング力の向上に有効であるとされてい
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る[7]．そのため，壁ドリブルはバスケットボールを始めた

ばかりの人の練習法として多く取り入れられている．しか

し，その練習は単調で，また上達するためのコツなどを教

授される機会も少ない．そこで本研究では，バスケットボ

ール初心者のドリブルスキル向上を目的とした壁ドリブル

の支援システムの実現を目指す． 

2.  関連研究 

研究では，ジュニアバスケットボール選手に 30 日間，毎

日箸を利用して豆運びトレーニングを行う事でドリブルス

キルが向上することを報告している．これは 1 日左右 1 回

ずつ豆運びトレーニングを行う事で手の巧緻性が高められ

た結果，ドリブルスキルが向上することを示している．そ

の他にも近年発展している AI やテクノロジをバスケット

ボールに活用している研究[8]がある．この報告では，自分

自身のプレーを撮影しながら，個人技術であるシュート，

ドリブル，そしてクイックネステストなどの瞬発力のトレ

ーニングが実施出来るバスケットボール専用アプリを提案

している．実際にコロナ禍で，女子日本代表バスケットボ

ールの自主練習のツールとして実施された．だが，これら

の研究はどちらも経験者を対象とした練習方法や支援であ

り，バスケットボールを始めたての初心者を対象とした研

究ではない．そこで，本研究ではバスケットボールを始め

たての初心者に導入されやすい練習法の一つである壁ドリ

ブルを支援するシステムを提案する． 

3. 予備実験 

支援システム開発に向け，仮説構築のための観察実験を行

った．協力者は 5 名で，いずれもバスケットボール以外の

球技経験はあるもののバスケットボール自体は体育の授業

で行っただけである．この 5 名に，経験者である筆頭著者

の壁ドリブルを見せた後に壁ドリブルを行わせ，その様子

を撮影した．このときの映像を用い，バスケットボール初



  

 

  
 

心者にどのような支援を行えば壁ドリブルをうまく遂行出

来るか，筆頭著者以外のバスケットボール経験者からも意

見を収集した． 

その結果，初心者が壁ドリブルをうまくできない原因は下

記の 2 点であることがわかった． 

 1 点目は，バスケットボール初心者は壁ドリブルの最中

に肘が動いてしまう事から，ボールに加わる力が分散して

しまい手の正面にボールが返ってこない．2 点目は，バス

ケットボール初心者はボールを叩くタイミングが一定でな

い．このことによりボールが変則的なリズムで動くことに

なり，手がボールに正しいタイミングかつフォームでミー

トしづらくなる． 

 以上を踏まえ，初心者が壁ドリブルを上達させるために

は，以下の仮説が成り立つように練習すればよいと考えら

れる． 

 仮説 1：壁ドリブル中，肘を固定するよう意識して練習

すると上達する． 

 仮説 2：壁ドリブルのボールを叩くリズムを一定にする

よう意識して練習すると上達する． 

4. プロトタイプ 

本研究では，バスケットボール初心者におけるドリブル

スキル向上を目的とした練習方法の一つである「壁ドリブ

ル」を支援するシステムの構築を目指す．そのためにまず，

3 章でのべた仮説 1,2 を検証する必要がある．そこで，こ

れらの仮説を基に実験条件を 3 種類用意する．1 つ目は仮

説 1 の検証のために，ユーザの肘に加速度センサと電圧ブ

ザーを装着し，肘の傾きを検知し音を鳴らすことで，ユー

ザに肘が傾いている事を認知させる条件である．2 つ目も，

仮説 1 の検証のために，壁ドリブルのフォームをした際に

ライトの光が壁に当たるよう，ユーザの上腕に小型ライト

を付け，壁に貼った的にその光が入る様に意識させる条件

である． 3 つ目は，仮説 2 の検証のために，メトロノーム

を利用し，メトロノームのテンポに合わせてボールを一定

のリズムで叩くように意識させる条件である． 

現在，一つ目の条件で使用システムの実装を終えたとこ

ろである（図 1 参照）． 

 
図 1 システム構成図 

5. おわりに 

 本研究ではバスケットボール初心者のドリブルスキル向

上を目的に，基礎的な練習法の一つである壁ドリブルを効

率的に練習できるよう支援するシステムの実現を目指し，

熟練者と初心者の壁ドリブルの観察をおこなった．その結

果，壁ドリブル中，肘を固定するよう意識して練習すると

上達するという仮説と，ボールを叩くリズムを一定にする

よう意識して練習すると上達するという仮説を導き出すこ

とができた． 

現在，この仮説を検証するための評価実験を行っている

最中である．仮説が成り立つことが本実験により示されれ

ば，提案システムの機能実現に必要なセンサや提示装置な

どのデバイスを再検討し，システムを実装する．そして，

実装したシステムを用い，有効性を評価する実験を行う予

定である． 
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